
学校教育目標 『命を大切にし、たくましく生きる心豊かな生徒の育成』 
○進んで学ぼう  ○強い体力をつくろう  ○礼儀を守り、責任をもとう 

＜今年度の研究目標＞ 
「表現力をつける～子どもが表現できる授業づくり～」 
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【今後の予定】 ※あくまで現段階での予定です。変更があることをご了承ください。 

【７月の行事予定】 【９月の行事予定】 

２日（水）地域あいさつ運動 

１０日（木）三者懇談（～１６日）※４５分×４時間 

                          ※給食はありません 

１５日（火）学校徴収金（第２期）再振替日 

１７日（木）大掃除 

１８日（金）終業式 

 

 

 

 

 

２日（火）３年生チャレンジテスト 

３日（水）地域あいさつ運動 

１５日（祝）敬老の日 

１６日（火）２年生合唱コンクール（５・６時間目） 

１８日（木）六中祭リハーサル 

１９日（金）六中祭 

２２日（月）後期生徒会立候補開始 

２３日（祝）秋分の日 

２５日（木）学校徴収金（第３期）口座振替日 

 

【８月の行事予定】 

２５日（月）始業式 

２６日（火）４５分×５時間 

２９日（金）１・２年生宿題テスト 

         ３年生実力テスト 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保護者・地域とともに 

【ＨＰ用ＱＲコード】 

『なりたい自分に』 

 

１・２年生は校外学習、３年生は修学旅行を無事に終えることができました。１年生は須磨シーワ

ールドで班で作成した計画をもとに班別活動を行い、仲間と協力することを学びました。２年生は

「わくわくの郷」において飯盒炊爨やレクリエーションを実施するなど班別活動や自然体験を行い

ました。また、３年生は長崎方面への修学旅行において、現地の平和や自然、伝統や文化、歴史の

重みを五感で感じることができました。これらの取組を通して、それぞれの学年で大きな学びを得

ることができました。 

 さて、学校生活は日常に戻り、間もなく夏休みがやってきます。そこで「がんばる木こり」のお話を

紹介します。 

一人の木こりが材木店から仕事をもらいました。最初の日、親方から斧を渡され、やる気満々で

１８本の木を切り倒しました。親方から「この調子で頑張れ」と言われ、次の日も早起きをして頑張

りましたが、２日目は１５本の木を切るのが精いっぱいでした。疲れているのかもしれないと思って

早めに寝ましたが、３日目は８本と日を追うごとに段々切れる木の数が減っていきました。木こりは

「一生懸命に働いたのに、なぜ切れる木の数が減っているのでしょうか」と親方に尋ねたところ、親

方は「最後に斧を研いだのはいつだ？」と木こりに言いました。木こりは「斧を研ぐ？木を切るのに

一生懸命で斧を研ぐ暇はありませんでした。」と答えました。 

ただがむしゃらに頑張るだけではより良い結果につながりません。この木こりが「斧を研ぐと木

がよく切れるようになる」「斧の正しい研ぎ方」など正しい知識を持って実行していれば、残念な結

果にならなかったのです。目先のことを優先することなく、効果を上げるためには手段と方法を常

に考えたうえで実行することが大切であるということだと思います。 

人から言われず自分から進んで学ぶことを「主体的に学ぶ」と言います。そのためには「自分は

どうなりたい」「どうしたい」という目的や目標が必要です。なりたい自分に少しでも近づくために

「知りたい」「できるようになりたい」と思えば、そのための効果的な手段や方法を考え、学習するこ

との楽しさがわかるかもしれません。 

もうすぐ夏休みがやってきます。この機会に「なりたい自分」に近づく学習や様々な活動に取組

んでもらいたいと思います。 

 

校長 橋本 道信 

１学期も残りわずか、いよいよみんなが楽しみにしている夏休みも間近に迫ってきました。毎日学校で過ご

していた時間が自由に使えるようになります。その時間の使い方はしっかり考えて欲しいと思います。 

自分の将来に役立つ余暇の過ごし方。大人になってできる遊びはしばし我慢。我慢して「大人になったらこ

れがやってみたかったー！」と楽しむのもまた一興。未来への有意義な時間の投資。毎日 SNSや YouTube、

ゲームに時間を投資し、不特定多数の人と連絡を取り合ったり、実際に会いに行ったりすることで、トラブルに

巻き込まれたりしないように気を付けなくてはなりません。動画や写真を一度送信したらネット上からは消えま

せん。今後の生活・将来にどういった不利益があるのかを想像してください。周囲の人に迷惑をかけない事は

当然ですが、自分自身のためにも、SNSやスマートフォンを正しく扱うよう考えて行動してください。 

また、部活動では、世代交代が行われる時期にもなります。立場が代わるこの時期だからこそ、クラス・学

年・チームが目指しているものを再確認して、１学期最高の終わり方で夏休みを迎えられるように、みんなで

頑張っていきましょう。 

 

～自分の責任をやりとげよう～ 

★新たな役割の自覚とともに、自分の役割を確認し、しっかりと果たそう。 

部活動やクラブチームによっては、３年生が引退し、新たな役割を担う人もいます。また、これまでの役割を

引き続き担当する人もいます。自分の役割を理解し、優先順位を考え、学級や学年、部活動、学校全体といっ

た集団に貢献していきましょう。 

★学級や部活動を今一度見つめ直し、次へのステップアップを目指そう。 

みんなそれぞれ様々なことに頑張った１学期だったと思います。だからこそ、ふり返りをしっかりと行うことで、

成功や失敗の経験をもとに目標や取り組みを修正し、夏休みや２学期に頑張ることにつなげていきましょう。 

特に夏休みに関しては、いつもよりも時間があり様々なことにチャレンジできる良い機会になります。夏休み

を前に、自分の課題をはっきりさせておいて、良い夏休みになるよう、この７月に準備していきましょう 

 

生徒指導主事 吉村 美紀 

しっかりと睡眠をとることも

熱中症対策につながるよ！ 

計画を立てて 

夏休みを有効に 

使おう！ 

２学期は、テストや学校、

学年行事が盛りだくさん。

それぞれの目的を理解しな

がら取り組んで主体性を 

身に付けよう！ 



【エアコン工事について】 
  令和７年度８月に体育館のエアコン工事が始まります。工事自体は８月中に完了しますが、エアコン使用は令
和８年度４月からの予定となっております。校内における生徒の体調面の管理は学校全体で行います。使用時期
に変更があればご連絡します。ご理解よろしくお願いします。 

 
【避難訓練】 
  ６月１１日（水）に避難訓練を実施しました。今回は地震を想定した訓練です。訓練開始前には、各クラスで事
前学習をおこないました。災害が発生した時に助ける・助かる方法は以下の３つ。 
 
 
 
 
 
地震が発生したら、まずは『自助』です。自分で自分の命を守ってください。 
そのために必要になる重要な行動は覚えましたか？ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
『Drop』『Cover』『Hold On』。それぞれどのような行動を示すのか。ご家庭でも地震発生時の行動について
話し合いをしておいてください。日々の意識と定期的な訓練が被害を最小限に抑えてくれます。 

 

【六中生に求めること】 

  ずばり“自主性・主体性”です。避難訓練の場面でも話はしましたが、自主性と主体性はどちらも大切なもの

です。よく似たような言葉なので、どういう違いがあるのか気になり AIに聞いてみると… 

 

自主性：①与えられた範囲内で、自ら率先して行動する。 

         ②決められたルールや手順の中で、創意工夫を凝らして行動する。 

  主体性：①自分で課題や目標を設定し、その達成に向けて行動する。 

         ②周囲の状況や情報を踏まえ、自ら考え、判断し、行動する。 

 

との返事が返ってきました。災害が発生した時と照らし合わせると、主体性②はまさに当てはまるのではないでし

ょうか。地震が発生した時、自分が立っている場所はどのような状況なのか。津波が来るのか、来ないのか、火災

はあるのか等、どのような情報があるのか、または、必要なのか。それらすべてを踏まえ、その場から離れるべきか、

とどまるべきか。離れるならば、どんな場所へ移動するのか。こういったことを瞬時に判断しなければいけない場

面が必ずあります。これは大人だから正しい判断ができるということではなく、普段から様々な事象に対して“自

分でしっかりと考えて取り組んでいるかどうか”がポイントになるのです。 

  学校生活の中には特に決められたゴールがなく、自主性・主体性を発揮するきっかけになる場面がたくさんあ

ります。 

例えば、先生に用事があり職員室を訪ねたけれど、その先生がいなかった時。あなたはどうしますか？ 

たったこれだけの状況でも自分で考えるべきことはたくさんあります。 

普段の学校生活の中でいろいろ考えて、悩みながら最適解を導き、自主性・主体性を身に付けていってください。 

【大雨、台風に備える：六中校区の状況は？】 

吹田市のＨＰには、『吹田市洪水ハザードマップ』がアップロードされています。見たことありますか？（英語、中

国語、韓国語で記載されたものもあります。） 

ハザードマップによると、みなさんが通う第六中学校区は、１ｍから３ｍ未満の洪水の可能性があるとのことで

す。その情報を得たとき、あなたはどのようなことを準備しておきますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
                                （吹田                   （吹田市 HP より） 

 

【多様化、複雑化する“危険”】 

  みなさんの身の回りにある“危険”は交通事故や自然災害だけではありません。 

最近、ニュースでも耳にすることが多くなった『オンラインカジノ』、以前から社会的な問題である『ストーカー被

害』など多様化、複雑化が進んでいます。このような危険から自分を守る（自助）ためには、 

①そのことについてまずは知ること（知識）。 

②その知識を活用して、自ら（主体性）考え（思考）、判断し（判断）行動（表現）する。 

上記のことが必要です。今後は、想像もしなかった危険が発生するかもしれません。その時に自分がどのような

情報をもとに、どのような行動を取るかが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自助 ＝ 自分で自分を助けること 
共助 ＝ 家族、企業や地域コミュニティで共に助け合うこと 
公助 ＝ 行政による救助・支援のこと 


